日本ビジネス実務学会　九州・沖縄ブロック研究会

２００８年度活動報告

ブロックリーダー　木原　すみ子

2008年度は、2回の研究会を実施し、ブロック会報を発行しました。

· 第44回　ブロック研究会
①　期　日　　　2008年10月11日(土)　　
②　場　所　　　サンメッセ鳥栖（鳥栖市本鳥栖町1819番地）　

③　研究発表　　4件

・北原康司 ｢規制緩和とビジネス実務教育に関する一考察｣

・西村香織「M．P．フォレットにおけるexperienceとビジネス実務教育」　

・大重康雄「インターンシップの改善における高大連携キャリア教育の可能性」

・杉原英夫「コーポレートガバナンスと人材マネジメントの変化」
④　参加者　　　12名

· 第45回　ブロック研究会
①　期　日　　　2009年2月21日（土）　　
②　場　所　　　福原学園天神サテライトキャンパス（福岡市中央区天神1-7-11　天神イムズ5F）　
③　研究発表　　4件
・森部 昌広 ｢ビジネス実務教育における一考察｣

・北原 康司 「教育課程に於けるビジネス実務教育の一考察」　

・野村 ひとみ「組織における教育指導の現場報告とニーズ」

・花崎 正子「企業の人的資源管理の実態―女性の管理職登用をめぐって―」

④　参加者　　　23名
· ブロック会報　第20号の発行
　　　全国大会の協力お礼、2回の研究会の報告概要、研究会での発表依頼等について記載しました。
＜総括＞

第45回研究会は、従来からの発表者に加え、現場の社員研修に関する報告、実践報告もありました。ブロック会員の半数が参加し、盛会でした。
この数年、発表者、参加者が固定化しつつあるため、研究会の回数等について再検討しましたが、発表の機会は多い方がいいということで、従来通り年に2回実施することになりました。
また、学生によるプレゼンテーションの実施については、検討中です。
数年ぶりに新会員が3名加わり、会員数が48名になりました。現場からの報告を含め、多くの会員の積極的な研究発表と参加をより期待しています。
